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各市などの防災及び減災に関する取組み紹介について

資料９



守口市自主防災訓練の実施 被害対象を減少させるための対策 守口市

日時 令和6年10月27日(日)、11月10日(日)

場所 守口市立八雲中学校、守口市立八雲東小学校 運動場

内容 避難誘導訓練、消火訓練、救急訓練、炊き出し訓練、マンホー
ルトイレ設置訓練、その他

目的 地域住民が災害に備え、災害発生時に迅速かつ適切に対応
できる能力を高めること



策定のステップ 内 容

令和５年１２月２１日 伊加賀校区内の浸水地域を対象に、浸水しない枚方小学校へ
向けた避難について、伊加賀・枚方校区で認識の共有と計画策
定に向けた意見交換を実施。

令和６年１月１１日 伊加賀・枚方校区広域避難版地区防災計画策定。

令和６年１０月２１日 計画に基づく避難訓練を枚方ひこ防‘z（枚方市総合防災訓練）

で実施するため、具体的な避難ルートについて校区自主防災会
役員、淀川河川事務所、枚方市で下見を実施。

取 組 概 要

浸水リスクのある伊加賀校区（小学校）から、浸水しない枚方小学校に向けて
事前に避難ルール（対象地域や避難開始のタイミング等）を定めた地区防災計
画の策定に併せ、マイ防災マップやコミュニティタイムライン、避難訓練の実
施を行った。

意見交換会

避難ルートの下見

地区防災計画の策定事例紹介 枚方市被害対象を減少させるための対策

地区防災計画の策定と連携したマイ防災マップ及びコミュニティタイムラインの策定取組内容



策定のステップ 内 容

令和６年１１月４日 淀川河川事務所より避難所までの危険箇所を反映した避難
ルート「防災マップ」についての説明及び住民によるまち歩きを
実施し、危険箇所の把握を行った。

令和６年１１月１５日 まち歩きにより完成した防災マップについて、校区自主防災会
役員で確認を行う。
浸水目安や避難方向など、微修正を行った。

※完成した防災マップ。

ワークショップ及びまち歩き

防災マップの提示



策定のステップ 内 容

令和６年１１月２４日 防災マップに基づき、校区内３か所の出発地点より避難訓練を
実施。小型無線機を使用し、随時避難状況を枚方校区へ伝達
するなど、両校区で広域避難及び受入訓練を実施。

枚方小学校到着後は、両校区及び施設管理者との顔合わせや、
避難スペースとなる体育館の確認を行った。

令和６年１２月７日

【コミュニティタイムライン
の作成】

伊加賀校区及び枚方校区で、訓練の振り返りを行うとともに、ど
の様な気象状況の時にどの様な行動を地域でとるのかを定め
た「コミュニティタイムライン」を大阪府支援のもと作成。

枚方ひこ防’z

防災マップの提示
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作成したコミュニティタイムライン



内 容

１．本部員・危機管理施策推進委員（交代要員を含む）を対象に目標管理型の災害

対応のプロセスを体験する防災研修

２．市内全域対象のシェイクアウト訓練や地域、災害時応援協定先、行政の３者
が連携して一次避難所で行う防災訓練、市内の参加希望団体が行う防災訓練

３．見る・知る・体験などの学びを通して、防災啓発を行う市民参加型の防災イ
ベント

場 所

１．研 修 会 場 枚方市役所 別館４階 第３・４委員会室

２．訓 練 会 場

一次避難所(磯島・殿山第一・西牧野・船橋校区）・防災備蓄
倉庫・伊加賀校区～枚方小学校までの避難経路・ラポールひ
らかた・総合福祉センター・生涯学習市民センター・要配慮
者利用施設

３．イベント会場 枚方市役所 第３分館大ホール前広場
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日 時

令和６年１１月１２日（火） １．防 災 研 修 ９時３０分～１２時

令和６年１１月２４日（日）
２．防 災 訓 練 ９時～１２時

３．防災イベント １３時～１６時

総 合 防 災 訓 練（ひこ防‘ｚ） 概 要

地区防災計画の策定事例紹介 枚方市被害対象を減少させるための対策
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講 師 河田 慈人 氏 （かわた やすひと）

専 門 防災教育、地域防災、防災情報、行政の災害対応

１．防 災 研 修

研 修 内 容

座 学（３０分）

演習内容説明（２０分）

演 習（１００分） 【演習内訳】

①現状把握（１０分）
市職員の立場で現在発生している被害状況を把握する
（資料の読み込み作業）

②将来予測（３５分） 被災者の立場で今後困難が想定されることを考える

③目標設定・④対応方針
（合計３５分）

市職員の立場で今後行政がとるべき目標・対応方針を決
定する

⑤戦略的広報（２０分）
（市長レク・模擬記者会見）

首長の立場で、被災地住民や全国に向けたメッセージを
発信してもらう内容をレク（質疑応答）



２．防 災 訓 練
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１．市内全域を対象とした一斉行動
防災訓練（シェイクアウト訓練）

●午前９時に震度6強の地震を想定して緊急
速報メール（エリアメール）を発信

この緊急速報メール（エリアメール）を合図に、
「まず低く、頭を守り、動かない」身の安全を確
保する行動を！

２．広域避難訓練

●水害を想定し浸水想定区域に立地
する伊加賀校区から高台にある枚方
小学校への広域避難訓練を実施



３.00000JAPAN（公衆無線LAN）
回線チェック参加校区（合計２０校区）

総合防災主訓練 校区一覧 （小計 ５校区）

磯島区 殿山第一校区

西牧野校区 船橋校区

枚方校区

総合防災主訓練外 校区一覧 （小計 １５校区）

樟葉南校区 牧野校区

殿山第二校区 山田校区

禁野校区 サダ東校区

川越校区 サダ校区

五常校区 二中校区

香里校区 田口山校区

長尾校区 津田南校区

藤阪校区
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４．一次避難所の開設・資機材展示および協定先などとの連携訓練

校 区 訓 練 内 容

磯 島 ●避難所開設 ●資機材展示 ●特設公
衆電話の設置 ●救援物資の受入体制
の確認（車両搬入路・物資受入れ場所な
ど） ●給水活動の手順の確認（車両搬
入路・給水場所の設定など）

建物安全点検の手順の確認

殿山第一 建物安全点検の手順の確認

消防レスキュー隊による救助西牧野

船 橋 ペット預かり所の実証実験
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５．災害ボランティアセンター（ラポールひらかた）の開設・運営訓練
ならび社会福祉協議会と協定先との連携訓練

６．生涯学習市民センターの避難訓練

●生涯学習市民センターが、危機管理マニュアルに基づき行う避難訓練（図上訓
練を含む）

６⁻１．訓練参加生涯学習市民センター（合計２施設）

くずは生涯学習市民センター 生涯学習交流センター
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７．要配慮者利用施設の避難訓練

●要配慮者利用施設が、避難確保計画に基づき行う避難訓練（図上訓練を含む）

７ー１．要配慮者利用施設の避難訓練 参加施設一覧（合計３２施設）

施設種別 名 称 担当課

放課後等デイサービス フェアリー

福祉指導監査課

有料老人ホーム ライフリゾート枚方

認知症対応型通所介護事業所 デイサービス ウイズユー

共同生活援助 たけとんぼ

生活介護 わかたけ

共同生活援助 わかば

就労継続支援B型 わお

（生活介護） わお

認知症対応型共同生活介護 たんぽぽ田口

地域密着型通所介護事業所 アミーゴ

有料老人ホーム ナーシングホームアイエス

就労継続支援B型 クッキー工房おれんじはうす

地域活動支援センター クロスロード 障害企画課

サービス付き高齢者向け住宅 桃寿苑枚方

住宅まちづくり課
サービス付き高齢者向け住宅 ディーフェスタくずは

サービス付き高齢者向け住宅 めぐりカーム

サービス付き高齢者向け住宅 MYYケアリング枚方
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施設種別 名 称 担当課

小規模多機能型居宅
介護事業所

ケアタウン枚方

福祉指導
監査課

就労継続支援B型
一般社団法人すずらん
すずらんアニメーションスタジオ枚方

老人保健施設 医療法人大寿会介護老人保健施設ユートピア

老人保健施設 医療法人松徳会介護老人保健施設老健ふじさか

特別養護老人ホーム 特別養護老人ホーム御殿山カーム

通所リハビリテーション
事業所

社会医療法人美杉会介護老人保健施設美樟苑

認知症対応型共同生活
介護事業所

社会医療法人美杉会グループホームくすのき

老人保健施設 社会医療法人美杉会介護老人保健施設美樟苑

特別養護老人ホーム 特別養護老人ホームいこいの里

認知症対応型共同生活
介護事業所

ウイズユー

デイサービス（訪問介
護）（居宅介護支援）

癒しの森

病院 社会医療法人美杉会 佐藤病院

保健
医療課

病院 友隣会メディカルクリニック

病院 医療法人桜花会あきせウィメンズクリニック

病院 医療法人成育会なりもとレディースホスピタル
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８．健康福祉部が行う福祉避難所開設訓練ならびに協定先などとの連携
訓練（机上訓練を含む）

●福祉避難所（総合福祉センター）を開設

●事前の机上訓練にて、福祉避難所で不足する福祉用具等を確認し、協定先（日本
福祉用具供給協会）へ物資の供給要請を行い、物資の受入・運搬の確認

●レンタル事業者・配送事業者（ダスキンレントオール・AZ-COM丸和運輸との情報伝達連携
訓練ならびに福祉避難所（総合福祉センター）への救援物資の輸送訓練

●総合福祉センター利用者に対する防災食（おかゆ）の試食会

枚方市 ダスキンレントオール＋AZ-COM丸和運輸 福祉避難所➡ ➡

９．災害対策本部事務局と各避難所間の情報伝達方法の実証実験

●４校区の避難所派遣職員が在宅ワーク用PCを使用して、避難所に関する情報を災
害情報システムに入力作業を行う



日 時 防災イベント : 令和６年１１月２４日（日）１３時～１６時

場 所 イベント会場：枚方市役所 第３分館（旧市民会館）大ホール前広場

内 容 見る・知る・体験などの学びを通して、防災啓発を行う市民参加型の防災イベント

目 的
起震車やVR地震システム・浸水歩行などの体験型ブースをはじめ、災害対策に欠かせな
いライフラインに関する最新情報や非常食の展示販売などのブースを通して、市民の防災
に関する意識の高揚と知識の向上を図る機会とする

３．防 災 イ ベ ン ト
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出展予定団体 防災イベント出展内容（１５団体 １９ブース）

市
（３ブース）

防災に関する啓発・特殊詐欺など防犯に関する啓発（危機管理部）

木造住宅耐震化模型や補強金物の展示など耐震化の啓発（住宅まちづくり課）

土のう作成・部の取り組み（道路交通網の整備や主要駅周辺の交通環境の改善、公園の整備や緑化推
進など）を示したパネルの展示（土木部）

上下水道局 給水車展示、給水活動実演等（上下水道総務課）

消防組合
（３ブース）

●防災・住警器に関する広報等※住警器ブース
●火災予防啓発（日常に潜む火災危険、燃焼実験等）※調査ブース
●ミニ消防車の展示、子供用防火服の着装体験・記念撮影 ●地震体験 ●煙体験

消防団 防災に関する展示・応急手当体験

コバシ産業 非常用持出袋や災害備蓄品等のプロモーション

たまゆら 防災グッズの展示

関西電力送配電 防災パネルの展示・防災ハンドブックの配布・感震ブレーカーパネルの実演

摂南大学 災害時の食事に関するパネル展示とレシピの配布



出展予定団体 防災イベント出展内容（１５団体 １９ブース）

大阪工業大学

●VR・MRデバイスを用いた防災意識向上システム体験
MR体験・・・体験者には，テント内に設置した家具や物体などをMRデバイスを通して見て

もらい，危険な箇所にある物体を安全な場所に移動してもらう
VR体験・・・認知バイアスがかかった状態でのVR地震避難体験

VRデバイスを装着してもらい，体験してもらう

河川レンジャー
浸水地歩行体験と風水害に対する備え（簡易水槽を用いた浸水地の歩行体験を行い、水害のリスク
や移動時のデメリットなどについて解説。その後枚方市の防災ガイドを交えながら、リスクの低い避
難方法や備えについても解説する。）

大阪ガス
ネットワーク

●マイコンメーターデモ機を使った復帰操作実演
●ガス管モデルやパネル等を使った都市ガス安全取組みの紹介

NTTドコモ
●展示用パネル６枚（南海トラフ巨大地震の対策等、ドコモ災害対策の取組み説明）
●避難所支援物の展示（無料充電・無料Wi-Fiの展示） ●ドコモ防災対策PR用映像の再生（PCモニ
ターで再生） ●防災ハンドブック等のノベルティ配布

JUAVAC大阪枚方校 ドローン展示・パネル展示・チラシ設置

コマツ
●小型建設機械を2台展示（PC01EとPC05E） ●災害復興支援パネルの掲示
●モニタで支援活動の映像を放映

大阪府
●大阪府河川防災情報ホームページリニューアルに係る操作説明
●防災パネル展示による啓発 ●防災クイズ参加者への備蓄物資の配布など
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総 合 防 災 訓 練 参 加 団 体（者）数

小 計 総 計

市 役 所

本部員・危機管理施策推進員※１ ５７人

１１３人

参加者数：
約３，６３８人

参加団体数：

生涯学習市民セ
ンター ２施設

２１校区

要配慮者利用
施設 ３２施設

派遣・交代職員 １３人

職 員 ※２ ４３人

※１ 防災研修（５０名）と防災訓練（７名）の参加者が一部重複
※２ 危機管理部２１・都市整備部７・上下水道部１１・健康福祉部４

避 難 所 訓 練
（ ４ 校 区 ）

磯島小学校 １００人

４６１人
殿山第一小学校 ３２人

西牧野小学校 ６９人

船橋小学校 ２６０人

避 難 所 訓 練
（協定先並びに関

係機関）
参加団体 ※３

４２人

※３大阪府トラック協会６・大阪府建築士会３・JUAVAC２・ダスキンレントオール９・
AZ-COM丸和４・社会福祉協議会（ボランティア含む）１３・総合福祉センター５

広 域 避 難 訓 練
（ ２ 校 区 ）

伊加賀小学校 ２０人
２８人

枚方小学校 ８人

イ ベ ン ト
防災ブース ９４人

約２，９９４人
来場者 約２，９００人

そ の 他

生涯学習市民センター ２施設

防災主訓練外校区 １５校区

要配慮者利用施設 ３２施設



デジタル技術を活用した市民の安全・安心の向上 寝屋川市

【取組概要】
市内河川５か所において、クラウドシステムによる河川監視カメラを設置し、水位の常時確認を可能とすることで、危険
リスクや巡回数を低減するとともに、水位映像を市ホームページに２画面で映し出し情報発信することにより、市民に分か
りやすい防災情報のサービス提供につなげる。

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

様式

寝屋川市河川監視カメラシステムの構築取組内容

【システム運用画面（寝屋川市ＨＰより）】

【事業費】
9,838千円（デジタル田園都市国家構想交付金（デジタル実装タイプ）を充当）



地区防災計画作成に伴うコミュニティーライン等の作成 大東市

年度当初に区長会において、地区防災計画の作成希望調査を行ったところ２地区が希望され、計画の
作成に向けて街歩きを行い危険箇所や避難経路の確認を行った。そのうち１地区は、街歩きの成果を基
にコミュニティタイムラインを作成した。
今後、２地区とも地震のタイムラインも作成し、地区防災計画として災害発生時の地域としての活動

を時系列にまとめるとともに、編成及び資機材等の整備も含めて検討を行った後、文書化を行い、大東
市防災会議に上程し、承認をいただく予定。
特に、タイムライン作成時に、災害時の地域活動を行う上で、自治会活動の希薄化及び高齢化対策が課題として
あげられ、要配慮者の安否確認や避難をどのように支援するかについて熱心な討議が行われ、避難行動要支援者名
簿の活用法や個別避難計画の作成推進についてのはずみにもなった。

被害対象を減少させるための対策

〇街歩きを行いコミュニティハザードマップの作成
〇風水害におけるコミュニティタイムラインの作成

取組内容



⾨真⼩学校でのARを活用した防災教育 門真市被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

様式

⾨真⼩学校の4年生を対象に、ARアプリを活用した防災授業を実施取組内容



⾨真⼩学校でのARを活用した防災教育 門真市被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

様式

⾨真⼩学校の4年生を対象に、ARアプリを活用した防災授業を実施取組内容



⾨真⼩学校でのARを活用した防災教育 門真市被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

様式

⾨真⼩学校の4年生を対象に、ARアプリを活用した防災授業を実施取組内容

ARアプリを用いた防災授業の様子 ダイジェスト動画があります(youtube)

https://www.city.kadoma.osaka.jp/kurashi/anshin/4/6/32968.htm

l

令和6年11月22日(金)に門真小学校の4年生を対象に、ARアプリを活用した防災授業を行いました。

当日は、大阪大学、大阪公立大学、大阪府の協力のもと、スマートフォンの画面を通して災害の疑似体験や、
クイズ形式で災害について学んでもらいました。

https://www.city.kadoma.osaka.jp/kurashi/anshin/4/6/32968.html


四條畷市総合防災訓練 四條畷市被害対象を減少させるための対策

住民主体の避難所の開設等の連携イメージの共有取組内容

日時：１２月１日（日）
場所：田原小学校

内容：市民と連携した避難所の開設訓練、
マンホールトイレ、かまどベンチの
設置・展示を行った。寝屋川流域協
議会(下部写真)はじめ、一般事業者
の協力を得て啓発ブースを設置し、
来場者へその啓発を図った。



災害対応車両の導入について 交野市

トイレトラック

被害対象を減少させるための対策

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策様式

防災力強化事業の一環として、トイレトラック1台、トイレカー2台を購入取組内容

トイレカー

災害時の衛生環境の維持向上を目的とし、トイレトラックとトイレカーを導入しました。それぞ
れ他機関・他の自治体と協定を締結し、相互支援の仕組みを構築しています。導入にあたっては、
緊急防災減災事業債の活用に加え、クラウドファンディングによる資金調達を実施しました。



円通池

津田円通谷地区治山ダム（６･復旧）工事
大阪府中部農と緑
の総合事務所

様式

（目的）枚方市津田地内において、渓床、渓岸の荒廃を防止するとともに、下流への土砂の流出を
抑止調整するための治山施設（治山ダム工（谷止工 鋼製）１基）を整備した。併せて上流側の
森林整備（風倒木処理）を実施した。

・治山事業、森林整備・保全を推進取組内容

②森林整備（風倒木処理） 施工前後

①

①治山ダム全景

施工箇所

位 置 図

②

被害対象を減少させるための対策

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策



南野地区整理伐（６･流域治水）業務 被害対象を減少させるための対策
大阪府中部農と緑
の総合事務所

位 置 図

①森林整備（整理伐） 施工前後

②森林整備（筋工） 施工前後

・森林整備・保全を推進取組内容

（目的）四條畷市南野地内において、河川への土砂、流木流出の抑止・山地保水力の向上のため
の森林整備（整理伐・筋工）を実施した。

施工箇所

①

②



令和６年度に実施した防災気象情報の改善点について 大阪管区気象台被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

様式

線状降水帯に関する情報の改善と気象情報における量的予報の表現の変更について取組内容

１．線状降水帯に関する情報の改善について ２．気象情報における量的予報の表現の変更について


